


 

 

 

 

所見 

 

 

 

全体的に、第２ステージ的な取り組みが浸透しつつあります。特に、組織の目

標管理の重要性が指摘される中、環境基本計画を部の仕事目標に位置づけ、生駒

市総合計画や行政改革と同じレベルで全庁的に取り組むしくみを整備したこと

は、評価できます。今後は実際にどれだけ仕事を環境配慮型に変えられるか、監

査でその効果を把握していくと良いと思います。 

 

一方、エコネットいこまだけをパートナーシップの相手としているところが若

干気になります。第３ステージをにらみ、もっとウイングを広げていくことが期

待されます。また、市民と一体となったプロジェクトの推進を中心に据えている

ことは生駒市環境基本計画の特徴となっていますが、市が主体で行う施策の数値

目標も掲げるべきではないかと考えます。 

 

また、生駒市の地域特性もあると思いますが、第２ステージの数値目標として

緑化や森林など、自然環境に関するものが少ないように感じます。また、庁内横

断的な取り組みや、目標達成が難しそうな項目がはいっていないように感ぜられ

ます。 

 

今後は環境モデル都市の称号にふさわしい、モデル都市づくりに寄与するよ

う、網羅的かつ重点的な取り組みを期待します。 
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